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国
体
事
務
局
を
設
置

魚

H

機

構

と

事

務

概

要

H

(昭和問?月間)
第三種郵便物認可/

国
体
事
務
局
は
市
役
所
教
育

委
員
会
内
に
設
け
ら
れ
ま
し
た

が
機
構
と
事
務
概
要
は
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

総
務
部
企
画
係

牒
務
係

式
典
係
(
開
閉
会
式
の
計
画

運
営
、
プ
ラ
ス
パ

γ
ド
、
合

唱
団
に
関
す
る
こ
と
等
)

経
理
部
資
金
係
〈
資
金
の
調
達
、
寄

付
金
の
募
集
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
販
売
、
広
告
料
に
関

す
る
こ
と
等
〉

用
度
係
〈
物
品
の
調
達
、
保

管
等
〉

蹄
設
部
猫
設
係
(
競
技
場
の
建
設
、

補
修
改
造
及
び
管
理
、
会

場
内
外
の
装
飾
、
整
理
情

掃
、
会
場
案
内
用
具
に
関

す
る
こ
と
等
〉

(1) 

交
通
通
信
係
〈
道
路
整
備
及

び
道
路
標
識
、
会
場
附
近

の
交
通
整
理
、
駐
車
計
画

に
関
す
る
こ
と
等
)

演
技
部
競
技
係
(
各
種
競
技
の
実
施

計
画
、
競
技
団
体
の
連
絡

練
習
会
場
の
使
用
計
画
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
配
布

得
点
の
計
算
、
競
技
記
録

の
牧
集
及
び
速
報
に
関
す

る
こ
と
等
〉

傭
民
係
(
公
開
演
技
の
計
画

運
営
、
マ
ス
ゲ
ー
ム
、
体

育
指
導
者
の
育
成
強
化
、

国
体
記
念
事
業
(
公
開
事

業
、
前
夜
祭
〉
教
職
員
及

び
学
徒
の
国
体
参
加
に
関

す
る
こ
と
等
〉

宿
舎
輪
送
部

宿
舎
係
ハ
選
手
及
び
役
員
の

，e
配
宿
計
画
、
宿
泊
料
、
宿

舎
受
入
れ
の
指
導
、
寝
具

第
十
三
回
国
体
魚
津

市
実
行
委
員
会
役
員

会

長

副
会
長

(
)
内
は
役
職

寺
田
太
古
ハ
市
長
〉

三
由
正
敏
ハ
助
役
)

ハ
市
議
会
議
長
》

守

谷

良

雄

ハ
教
育
委
員
長
〉

高
井
弥
吉
ハ
教
育
長
〉

ハ
体
育
協
会
長
〉

助

関

口

与

蔵

長

谷

川

作

次

一
委
事
務
局
〉

山

本

倫

平

松

一
三

郎

西

田

喜

一
加
藤
長
左

一
沢
越
重
ハ
道
下
M
M
V

元
良
智
限
一
山
博
吉
ハ
農
協
連
絡
協
議
会
長
》

郎

朝

野

信

治

稲

沢

弥

一

一
倉
善
造

高
野
宗
雄
ハ
体
協
副

一
エ
門
山
下
勇
一
小
林
源
治

一
ハ
経
団
H
H

〉
大
谷
清
瑞
ハ
西
布
施

一
夏
目
三
郎
ハ
魚
津
保
健
所
長
V

伊
藤
正
清

宮

内

吉

次

郎

千

一
会
長
〉
木
下
圧
作
河
内
則
二
南
保
金
作
石
橋
政
次
郎
浜

一
グ
〉
谷
川
松
次
ハ
健
民
委
員
v

一
小
林
勝
治
ハ
旅
館
組
合
長
V

黒

田

源

次

郎

藤

森

要

次

郎

窪

一
ハ
体
協
参
与
)
浅
尾
久
矩
大
一
多
由
利
ハ
市
連
婦
会
長
V

吉
崎

一杉
森
清
ハ
健
民
指
導
員
大
町
v

一崎
直
作
ハ
浴
場
組
合
長
〉
戸
島
一
一
月
八
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で

田

杉

次

郎

川
岸
久

平

西

浦

一
沢
一
権
貞
安
田
倫
臓

熊
西
利
一
美
枝
子
ハ
下
中
島
婦
人
会
長
〉

一谷
口
久
隆
ハ
グ
住
吉
〉
尾
山
二
憲
次
ハ
飲
食
庖
組
合
長
〉
神
谷

一
一
月
八
日
(
水
〉

三

郎

鎖

国

平

吉

後

藤

広

作

一
男

木
村
竹
松
木
下
情

一
平
一
里
崎
ツ
ヤ
ハ
土
中
島
乙
武
隈

一則
ハ
グ
本
江
》
窪
田
喜
一
ハ
グ
上

一文
吉
ハ
地
鉄
パ
ス
魚
津
営
業
月

一

国
体
事
務
局
準
備
委
員
会

清

河

宗

作

浦

田
与
一
花
岡
一
崎
菊
太
郎
野
島
福
三
郎
吉
一
操
ハ
松
倉
H
H
V

窪
田
き
く
ハ
上
野

一
野
方
)
富
居
猛

7
加
積
)
河
上

一

f
一H
N

九
日
ハ
木
)

忠
治
縮
垣
文
吉
明
石
寛
二
一
森
茂
雄
後
藤
覚
平
小
林
勝
一
方
乙
藤
田
き
よ
ハ
道
下
乙

一
晋
ハ
グ
道
下
〉
浜
本
次
樹
(
グ
経

一長
〉
鍛
冶
登
己
ニ
ハ
富
山
観
光

一

労
災
病
院
事
務
局
長
遠
藤
峰

河
崎
直
義

本

田

正

信

浜

多
一
治
(
体
協
理
事
長
)
辻
清
治
ハ体

一
伊
東
政
子
ハ
加
積
ゲ
V

関
口
己

一
回
〉
下
司
長
一
郎
ハ
グ
天
神
〉

一
パ
ス
魚
津
営
業
所
長
)
黒
沢
豊

一

次
郎
氏
来
市

由

利

大

崎

利

吉

一

協

理

事

)

四

十

万

富
雄

五
十
一
ハ
天
神
乙
沢
田
つ
る
ハ
西
布
施

一本
井
向
身
ハ
グ
西
布
施
〉
野
崎

一
次
ハ
食
糧
事
務
所
長
〉
沙
魚
川

一
グ
十
三
日
(
月
)

一

一

一

一

一

定
例
区
画
整
理
審
議
会

梅
原
善
苗
ハ
教
育
委
員
〉

住

吉

一
嵐
正
雄

菅

原

隆

木

下
健
吉

7
v
広
瀬
ち
よ
ハ
経
団
乙
若

一栄
吉

7
上
中
島
〉
大
野
藤
吉

一
刑
作
ハ
税
務
署
長
〉
塚
本
正
ハ
寺

一
グ
十
四
日
(
火
)

久
太
郎
ハ
乙
浜
田
京
子
ハ
る
一
{
高
等
学
校
長
)
秋
山
嘉
久
ハ西

一林
よ
し
ゑ
ハ
片
貝
乙
浜
岡
泰

一
ハ
商
工
会
議
所
副
会
頭
〉

大

島

一
院
代
表
〉
横
田
清
光
ハ
北
日
本

一

農
業
委
員
会
農
地
部
会

清
河
七
良
ハ
牧
入
役
〉
関
口
長
一
中
校
長
)
野
沢
潤
(
東
中
校
長
二
雄
ハ
市
連
青
団
長
)

青
山
金
弘

一重
大
野
藤
吉
ハ
観
光
協
会
副
会

一新
聞
社
呉
東
総
局
〉
中
田
健
作

一
ρ

十
五
日
(
水
)

ハ
秘
書
広
報
課
長
)
河
口
助
之
一
島
田
拾
次
ハ
大
町
小
校
長
V

中

一
ハ
魚
津
青
年
団
長
》
新
村
武
司

一長
〉
黒
崎
直
作
ハ
専
務
理
事
〉

一
ハ読
売
新
聞
社
魚
津
通
信
部〉

一

成
人
式

終

結

問

1
L
m師
匠

一

銭

ヰ

話

ハ

L
端

視

一百

点

純

一

は

弘

一
時

抑

制

別

問

問

時

四

一
長
谷
川
左
近
ハ
富
山
新
聞
社
呉

7
J持
論

守

会

議

一

一

一

一

東
総
局
〉
林
義
雄
ハ
北
陸
夕
刊

一

魚
津
市
船
舶
機
関
士
会

会
福
祉
事
務
所
長
〉
安
部
五
一
松
木
俊
之
ハ
松
倉
H
H
V

大
掛
金
一
佐
竹
一
男
ハ
上
野
方
H
H
V

林
有

一
三
郎
ハ
魚
津
復
興
都
市
計
画
事
一

一

一

一

F

U

一

七

一
新
聞
呉
東
総
局
〉

山

田

利

二

M
M

二
十
日
(
月
〉

七
郎
ハ
土
木
課
長
〉
五
十
井
政

一次
郎
(
上
野
方
乙
潟
田
清
(
本
一
夫
ハ
下
野
方
'
)
柳
原
邦
夫
ハ
力

一務
所
長
〉
止
川
千
代
吉
(
電
鉄

一

一

R
津
市
国
体
実
行
委
員
会
発

ニ
ハ
建
築
課
長
〉

情
水
弥
太
郎

一
江
乙
中
村
繁
徳
(
片
貝
乙
高
一
積
乙
黒
瀬
宗
義
ハ
片
貝
乙

一
魚
津
駅
長
〉
関
秀
一
ハ
魚
津
土

一
ハ
朝
日
新
聞
社
魚
津
通
信
局
〉

一

会
式

ハ
農
林
課
長
V

経
沢
藤
一
郎
ハ
商

一
見
清

一
ハ
加
絞

乙

高
木
広
吉
一

武
田
喜
義
ハ
道
下
乙

宮
崎
信

一木
出
張
所
長
V

山
口
良
三
ハ
警

一
大
島
久
雄
ハ
毎
日
新
聞
社
魚
津

一H
H

二
十
一
日
〈
火
)

工
水
産
課
長
》
伊
藤
治
郎
ハ
厚

一
ハ
道
下
M
M

〉
本
瀬
広
吉
ハ
経
由
一
保
ハ
天
神
M
M
V

谷
口
正
ハ
西
布
施

一
察
署
長
〉
金
子
勝
四
郎
ハ
郵
便
一

通
信
部
V

小
川
登
ハ
中
部
日
本

一

決
算
特
別
委
員
会

生
課
長
〉
西
田
武
ハ
水
道
課
長

V
7
u
浜
浦
直
作
ハ
天
神
グ
〉
松
一
グ
〉
元
良
隆
ハ
経
団
乙
吉
崎

一局
長
》
鈴
木
'慶
三
ハ
医
師
会
長
〉

一新
聞
社
魚
津
通
信
部

V浜
田
…
殿

7
二
十
二
日
ハ
水
〉

三
井
芳
久
ハ
財
政
課
長
〉
阿
波
一
田
健
二
ハ
西
布
施
乙
寺
崎
文
一
与
作
ハ
下
中
島
公
民
館
長
)

永

一
水
林
信
美
ハ
電
報
電
話
局
長
V

一
ハ
産
業
経
済
新
聞
社
魚
津
通
信

一
グ
農
一一一
旭
川
一
一
一
靖
明
会

加
国
雄
ハ
企
画
室
長
V

宮
野
勇
て
一
ハ
白
倉
乙

高
橋
基
ハ
社
会
教
一

回
久
直
ハ
上
中
島
乙
盛
永
五

一
八
十
島
雅
雄
ハ
消
防
署
長
〉
関

一
部
》
情
原
正
雄
ハ
富
山
放
送
局

一

片
貝
奥
地
開
発
同
盟
会
役
員

盛
ハ
議
会
事
'務
局
長
V

北
条
正
一
育
委
員
》
清
川
吉
平
布
施
野
一
作
ハ
上
野
方
H
H
V

布
本
良
雄
ハ
下

一
口
弥
一
ハ
消
防
団
長
〉
浜
多
与

一

一

長

一

一

一

一
魚
津
通
信
部
v

一

会

詔
ハ
図
書
館
長
〉
細
田
重
正
ハ
教
一
耕
二
浅
井
太
右

エ
門
関
口
一
野
方
乙
島
津
武
男
ハ
加
積
乙

一
三
郎
ハ
漁
業
協
同
組
合
長
〉
杉
一

一

十
二
月
定
例
監
査
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償
還
期
聞
を
定
め
ま
す
。
〈
亡
父
死
去
に
よ
る
香
志
〉
が
交
付
さ
れ
、
公
共
職
業
安

ι
元
金
均
等
償
還
と
し
て
、
四

O
O円
定

所

に
お
い
て
就
職
の
あ
っ

二

ヶ

月

ご

と

に

支

払

い

と

な

旋

を

し

ま

す

。

っ
て
お
り
ま
す

o

i

労
働
者
の
行
う
技
能
検
定

試
験
合
格
者
に
は
、
合
格
証

寄

付

を

授

与

し

て

お

り

ま

す

。

ふ
各
科
の
基
礎
教
育
の
ほ
か

公
民
及
び
情
操
教
育
等
も
行

っ
て
お
り
ま
す
。

@
詳
細
は
最
寄
り
の
公
共
職
業

安
定
所
ま
た
は
公
共
職
業
補

導
所
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い

県
立
公
共
職
業
補
導
所
は
次
の

と
お
り
で
す
。
(
種
目
、
定
員
、

期
間
の
順
)

富
山
公
共
職
業
補
導
所

経
理
事
務
科
(
三

O
人
、
六

ヶ
月
)
事
務
タ
イ
プ
科
(
三

O
人
、
六
ヶ
月
〉
洋
裁
科

〈三

O
人

一
ヶ
年
〉
木
工
科
〈
三

O
人
一
ヶ
年
)
熔
接
科
ハ
三

O
人
一
ヶ
年
〉
建
築
科

(三

O
人
一
ヶ
年
〉
経
理
事
務
科

〈夜
間
、三

O
人
、
六
ヶ
月
v

黒
部
公
共
職
業
補
繍
附

木
工
科
(
三

O
人
、
一
ヶ
年
〉

無
線
通
信
科
ハ
三

O
人
、
一

ヶ
年
〉

高
岡
公
共
職
業
補
導
所

木
工
科
〈
三

O
人
二
ヶ
年
V

銅
器
科
〈
三

O
人
一
ヶ
年
〉

新
湊
公
共
職
難
補
場
所

木
工
科
会
ニ

O
人
、
一
ヶ
年
〉

戸
出
公
共
職
業
補
擁
所

洋
裁
科
(
五

O
人
二
ヶ
年
〉

福
野
公
共
融
業
補
擁

M

手
芸
〈
三

O
人
、
六
ヶ
月
)

他
州
築
一
賞
金
ω
借
入
申
込
み

こ
の
た
び
住
宅
h

金
融
公
庫
で
は

住
宅
の
増
築
資
金
を
貸
付
す
る

こ
と
に
な
り
、
こ
の
資
金
借
入

の
申
込
み
受
付
は
、
次
の
要
領

で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。受
付
期
間

昭
和
三
十
三
年
一
月
十
六
日
(

木
)
か
ら
三
月
十
五
日
〈
土
)

ま
で
、
但
し
申
込
金
額
が
予
算

額
に
達
し
た
と
き
は
、
期
間
中

で
も
締
切
り
ま
す
。

使
付
場
所

北
陸
銀
行
魚
津
支
庖

融
資
条
件

ー

融

資

対

象
坪
数

一
戸
当
り
二
坪
以
上
、
九
拝
未

の
調
達
、
献
立
指
導
、
食

料
の
調
達
、
あ
っ
せ
ん
配

給
に
関
す
る
こ
と
等
〉

輪
送
係
〈
団
体
輸
送
、
運
賃

割
引
、
市
内
輸
送
、
観
光

及
び
産
業
の
紹
介
、
選
手

役
員
及
び
一
般
観
覧
者
の

優
遇
に
関
す
る
こ
と
等
〉

案
内
係
ハ
案
内
所
、
湯
呑
場

所
等
の
臨
時
サ
ー
ビ
ス
施

設
、
選
手
団
の
受
付
、
案

内
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
等
の
配
布
に
関

す
る
こ
と
等
〉

報
道
宣
伝
部

報
道
係
(
公
式
記
録
の
掲
示

顧

問
古
川
喜
一
ハ
県
会
議
員
V

高
野

由
郎
ハ
グ
〉
吉
田
実
ハ
県
知
事
〉

神
田
七
次
郎
ハ
県
教
育
委
員
長
〉

川
瀬
善
一
ハ
県
教
育
長
)
近
藤

鋭
一
ハ
県
国
体
事
務
局
長
》
笹

山
梅
治
ハ
県
パ
レ

l
連
盟
会
長
V

竹
岸
政
則
ハ
県
ラ
グ
ビ
ー
連

盟

会
長
〉
吉
田
久
松
ハ
市
商
工
会

議
所
会
頭
V

追
分
栄
寿
ハ
魚
津

製
綱
所
社
長
》
高
橋
益
雄
ハ
日

本
カ
ー
バ
イ
ド
魚
津
工
場
長
〉

鍛
冶
良
作
ハ
魚
津
製
作
所
社
長
〉

小
坂
宏
和
ハ
小
坂
機
業
場
々
主
〉

大
愛
新
佐
久
ハ
大
愛
メ
リ
ヤ
ス

産
業
株
式
会
社
々
長
V

沢
木
富

次
郎
ハ
東
化
工
株
式
会
社
片
貝

発
電
所
長
〉
広
田
林
三
ハ
北
電

魚
津
営
業
所
長
〉

委

員

高
木
源
次
ハ
市
議
)
小
林
宗
作

島

谷

政

隆

奥

村

順

平

関

口

昌

次

藤

井

秀

信

河

崎

浅

之

及
び
印
刷
、
報
道
機
関
と

の
連
絡
等
)

宣
伝
係
(
各
種
ポ
ス
タ
ー
、

ア
ー
チ
、
ア
ド
バ
ル
ー
ン

等
宣
伝
、
ガ
イ
ド
プ
y
ク
の

作
成
に
関
す
る
こ
と
等
〉

衛
生
欝
備
部

衛
生
係
〈
食
品
環
境
術
生、

宿
舎
の
衛
生
、
公
象
衛
生

に
関
す
る
こ
と
等
〉

救
箆
係
ハ
救
護
班
の
編
成
、

競
技
会
の
救
護
、
医
療
施

設
、
薬
品
に
関
す
る
こ
と
〉

警
備
係
ハ
会
場
の
警
備
、
火

災
、
盗
難
句
予
防
に
関
す

る
こ
と
等
〉

満

〈
九
坪
は
含
ま
な
い
)
で
増

築
後
の
住
宅
部
分
(
庖
舗
部
分

を
除
く
〉
の
延
坪
数
が
九
坪
以

上
、
三
十
六
坪
以
下
の
も
の
で

あ
る
こ
と
。

(
増
築
を
九
坪
以
上
と
し
た
い

場
合
は
、
そ
の
融
資
額
を
、
九

坪
未
満
に
す
れ
ば
差
支
え
な

い
。
但
し
、
増
築
後
の
廷
坪
数

が
三
十
六
坪
以
下
で
あ
る
こ

と
o
〉

な
お
、
住
宅
金
融
公
庫
で
さ
き

に
融
資
を
受
け
た
い
わ
ゆ
る
融

資
住
宅
に
増
築
す
る
場
合
は
、

そ
の
既
存
住
宅
が
さ
き
の
融
資

対
象
で
あ
っ
た
坪
数
(
概
ね
十

二
坪
)
に
今
回
の
融
資
対
象
坪

一ぽ↓一
μ

魚
津
市
の
時
間

w
e

…

町

山

1

「
ト
.

，一
N
ぼ

…

聞

き

ま

し

ょ

う

一

一
.
毎
週
木
曜
日
午
前
九
時
四
五
分
か
ら
一

一
N
H
K
富
山
放
送
局
で
は
富
ら
三
分
間
放
送
さ
れ
る
も
の
…

一
山
県
と
県
内
八
市
が
タ
イ
ア
で
、
市
民
の
知
っ
て
い
た
だ
一

一
ツ
プ
し
て
県
政
、
市
政
の
時
き
た
い
こ
と
、
お
知
ら
せ
等
一

…
聞
を
二
月
一
日
か
ら
設
け
る
遂
次
放
送
さ
れ
ま
す
か
ら
揃
一

一
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
っ
て
聞
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
一

一
。
魚
津
市
の
時
問
。
は
毎
週
ぅ
。

一

木

曜

日

午

前

九

時

四

五

分

均

一

5. 4. 3. 2.度超数
O利力貸住 の功り 銀 功工そ所を北 (ロ) 付) とえを
O金等付宅償融で後ま行検事れ建受陸融りは宅住 りO木 融する力11
円がに金の還資す に すよ査をの築け銀資融、用宅 模 二円造増資るもえ
前概ょの構期牢Ij 0 融。り がし 合課て行 交資増に用様 二 坪築 限。のた
後ねり大造問率 資従資合、格へ、か付の築模以替d木当の度 はも
にー当小に 金つ金格そ通建工ら時二の様外の(骨り場額 、の
なケ初及か 年 がてがしの知築事融期分場替の場〉〈防ニ合 こ が
る月のびか 五 渡建 交ま 工を 申 前資 の 合 す部合出火ー 十二
:よ三償 i賞わ 分 さ物付す事受 請に仮 ーのる 分 け造、 坪十
'う、還還ら 五 れのにとのけし市承 の 坪工 を 坪 O を坪
なO元能ず 厘 る.竣な、・竣て、役認額当事住 当 O 限を

@ @ @ 募 おのお目業るるさ者
入年義人間二各 募し り募 い的の技とせ に 公
所令務所Jこ月公r集 てま 集 てと興能と、対 共
手ぷ教資行中共の下すをはし隆労も適し職
続崩育格い旬職時さか次回てに働に職特業
はも修はまか業期いらの月お 寄 力産就別 補
.晶了 iすら補は。、よ入り与を業 業 な導
: ! ~ 以: 0三噂 i せう所ます養 界を知 所
L上 月所: いにのする成の容 識 は
立の まと ぜ行補。こし要 易 を
?者 でも いつ導県と、求 に習求
%で の に 応て生 に を産すす得職

一O
、
0
0
0円

市

内

村

木

川

合

孝

子

(
寒
修
行
に
よ
る
社
会
福
祉
援

護
金
と
し
て
〉

一、

0
0
0円

市
内
吉

島

佐

竹

住
子

下
猟
師
区
一
同

〈
年
末
援
護
金
と
し
て
〉

一
八

O
門

真
成
寺
町

加
州
相
互
銀
行
職
員
一
同

〈
年
末
援
護
金
と
し
て
)

三
、
四

O
O
円
片

貝

地

区

(歳
末
助
け
合
い
運
動
に
よ
る

援
護
金
と
し
て
)

公
共
職
業
補
導
所
補
導
生
の

募

集

つ

Uミ

入
所
希
望
者
は
、
最
寄
の
公

共
職
業
安
定
所
ま
た
は
、
希

望
の
公
共
職
業
補
導
所
へ
、

直
接
入
所
願
書
及
び
、

履
歴

書
を
添
え
て
申
込
を
し
て
下

E
-
、。

J
C
B
V
 

後

U
公
共
職
業
安
定
所
で
選

考
の
上
入
所
を
決
定
し
通
知

し
ま
す
。

@
入
所
中
の
特
典
は
:
・
:
・

ー

補

導

に
要
す
る
費
用
は、

一
切
無
料
で
す
。

ι
通
勤
者
に
は
、
国
鉄
、
私

鉄
の
通
学
学
生
定
期
が
適
用

さ
れ
運
賃
が
割
引
さ
れ
ま
す

ι
失
業
保
険
受
給
者
に
は、

入
所
中
も
引
続
を
失
業
保
険

詮
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

d
h

修
了
者
に
は
、
修
了
証
書

て

市
政
日
誌



(2) 

4

H
ク
ラ
ブ
研
究
実
績
発
表
大
会

実
用
的
宏
課
題
多
く
進
歩
の
あ
と

一一
第
八
回
を
迎
え
た
市
内
青
少
年
ク
ラ
ブ
員
の
研
究
実
績
一
一

一一
発
表
大
会
は
去
る
一
月
二
十
四
日
市
役
所
議
場
で
開
催
一
一

一一
さ
れ
熱
心
な
研
究
実
績
の
発
表
が
行
な
わ
れ
た
が
、
そ

一一

一一
の
う
ち
入
賞
者
と
研
究
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

一一

(要望22LZ誤)

!:
.一
水
稲
栽
植
密
度
及
び
様
式
に
封

1
・

，
ゾ
す
る
品
種
の
適
応
性
問
叫
パ
川
℃

1
・

の
並
木
植
の
牧
量
差
を
新
六
号

を
例
に
述
べ
て
み
ま
す
と
、
並

木
植
が
三
石
六
斗
に
あ
っ
た
の

に
対
し
、
正
方
形
植
は
三
石
三

斗
で
三
斗
の
差
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
私
の
土
地
で
は

天
神
野
新
関
口
正
志
〈
稲
友
会
〉

私
の
研
究
は
一
般
に
作
ら
れ
て

い
る
品
種
で
、
私
の
土
地
に
適

し
た
品
種
を
見
出
す
こ
と
、

栽

植
密
度
は
い
か
な
る
も
の
が
よ

い
か
を
知
る
た
め
で
す
.

こ
の
研
究
は
三
十
一
年
、
三
十

二
年
の
二
年
間
に
わ
た
り
行
っ

た
も
の
で
す
。
使
用
品
種
は
、

藤
坂
五
号
、
農
林

一
号
、

豊
年

早
生
、
早
生
若
葉
、
越
路
早
生

新
六
号
の
六
品
種
で
、
栽
植
密

度
は
六
六
株
、
六

O
株
の
並
木

一
植
と
五

O
株
の
正
方
形
植
で
し

一
た
。
一
苗
代

一
四
月
十
三
日
、
採
種
保
温
折
衷

一

田

植

一
五
月
二
十
四
日
、
一
株
当
り
二

一

本

植

一
研
究
の
目
標
と
し
て
は

-
1
私
の
土
地
に
適
す
る
早
生
品

一

種

-
Z
正
方
形
株
を
並
木
植
の
牧
量

'
一
比
較
適
当
な
栽
植
密
度

g
m
一

ι無
効
分
け
つ
の
抑
制
の
可
否

一
で
以
上
の
結
果
を
見
ま
す
と
、

一
七
の
項
目
で
は

幸R広市津

新
六
号
は
一
番
良

く
次
に
は
早
生
若
葉

越
路
早
生
、
豊
年
早

生
で
あ
り
ま
す
。

早
生
若
葉
は
あ
ま
り

米
質
が
良
く
あ
り
ま

せ
ん
の
で
越
路
早
生

か
豊
年
早
生
が
良
い

と
思
い
ま
す
。

つ
い
の
項
目
で
は

三
十
一
年
度
は
正

方
形
摘
が
牧
量
が
あ

り
、
三
十
二
年
度
は

正
方
形
植
と
六

O
株

….位
。…
横
穴
に
よ
る
椎

優

一
茸
不
時
栽
培

小
川
寺
森
崎
牧
三

(
同
好
会
〉

耕
地
面
積
の
少
い
山
麓
地
で
は

稲
作
の
み
の
経
営
は
困
難
で
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
現
金
牧
入
の

多
い
経
営
安
定
を
目
標
と
し
て

私
達
ク
ラ
ブ
員
共
同
に
よ
り
、

価
格
の
高
い
時
期
の
椎
茸
の
横

穴
式
温
床
栽
培
を
考
え
、
北
陸

位
…
農

村

の

片

貝

中

川

英

子

寝

・…

食

生

活

改

善

ハ

女

子

ク

ラ

ブ

〉

昭和33年 2月1日発行

女
子
青
年
ク
ラ
プ
員
の
「
ア

γ

ケ

l
ト
」
調
査
に
よ
る
と
、
農

村
は
女
の
労
働
過
重
と
栄
養
の

悪
い
点
を
大
き
く
と
り
挙
げ
ら

れ
て
い
る
.
こ
の
点
か
ら
農
村

に
嫁
に
い
っ
て
も
良
い
と
云
う

人
は
二
割
末
満
で
、
農
村
生
活

が
嫌
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
の
根
本
原
因
の
改
善
に

つ
い
て
あ
げ
れ
ば
つ
ぎ
の
よ
う

な
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

労
働
過
重
の
解
決
に
つ
い
て
は

も
っ
と
/
¥農
村
の
機
械
化
を

は
か
り
、
特
に
能
率
の
良
い
耕

転
機
等
を
と
り
入
れ
る
こ
と
や

(第132号)

脱
穀
調
製
機
等
も
能
率
の
良
い

も
の
を
取
入
れ
て
、
生
活
各
面

に
電
化
設
備
を
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
こ
れ

に
よ
っ
て
の
余
剰
労
力
を
食
生

活
の
改
善
に
も
っ
て
行
き
、
年

聞
を
通
じ
て
期
節
向
の
栄
養
あ

る
献
立
に
よ
っ
て
、
更
に
台
所

を
能
率
の
良
い
働
き
易
い
工
夫

を
し
て
明
る
く
楽
し
い
生
活
の

で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思

い
ま
す
。
特
に
宗
教
的
に
因
習

的
に
悪
い
幣
風
等
一
日
も
早
く

打
破
、
改
善
す
る
こ
と
こ
そ
こ

れ
か
ら
の
農
村
生
活
の
あ
り
方

で
な
い
で
し
ょ
う
か
。

配
電
K
K
林
務
係
員
等
の
協
力

を
得
て
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
研
究
致
し
ま
し
た
。

そ
の
構
造
経
過
を
省
略
し
て、

結
果
的
に
見
る
と
時
期
に
作
用

さ
れ
ず
牧
穫
で
き
る
こ
と
で
す

そ
の
点
温
度
並
び
に
湿
気
調
節

が
自
由
で
、

芽
の
出
た
も
の
は

一
週
間
牧
穫
が
で
き
ま
す
。
価

格
も
自
然
の
ま
ま
の
牧
穫
の
価

格
よ
り
高
価
で
あ
り
今
後
も
も

っ
と
研
究
し
た
い
と
思
い
ま
す

….佐
一
春
播
夏
採
り
甘

一優
…
藍
栽
培

松
倉
黒
崎
昭
三

〈耕
友
会
〉

山
麓
の
農
村
の
現
金
牧
入
の
増

加
の
た
め
に
は
、
全
国
的
に
い

ろ
い
ろ
の
作
物
が
あ
る
が
、
当

地
方
で
作
り
易
く
て
し
か
も
販

売
の
し
や
す
い
作
物
と
し
て
春

播
夏
採
り
甘
墜
を
選
定
し
、
約

四
畝
歩
を
一
畝
づ
っ
四
品
種
を

試
作
し
て
見
た
と
こ
ろ
、
非
常

に
発
育
が
良
く
、
長
交
秋
播
早

生
は
坪
当
二
〆
五

O
O
匁
、
長

岡
交
配
早
生
二
〆
三

O
O匁、

長
間
交
配
一
号
は
二
〆
の
牧
量

を
あ
げ
ま
し
た
。
し
か
し
市
場

価
格
の
点
か
ら
考
え
、
牧
穫
期

間
の
長
い
品
種
、
即
ち
長
交
秋

播
早
生
、
長
岡
交
配
早
生
種
は

有
望
と
認
め
ら
れ
た
。

傷痕軍人更生医療義肢

相談実施について

三 二 ーさ方をまう相傷
1. 、所下、で午前二、いは受すに談撰
更相二野場 后十 月期。御けか 突 が軍
生談階方所 三時十日 出らら施次人
相内出 時か日 席れ相さの医
談容張 まら午 下る談れよ療

冷

え
申

、ー・

み

医
療
、
生
活
そ
の
他
総
て

の
相
談

つ
い
職
業
相
談

職
業
安
定
所
所
係
員
に
よ

る
職
業
幹
旋

z山
義
肢
相
談

義
肢
の
装
着
新
調
、
修
理

等

d
h

傷
病
思
給
相
談

有
期
思
給
者
は
全
部
出
席

す
る
こ
と
。
そ
の
際
関
係

書
類
を
全
部
持
参
の
こ
と

ー
そ
の
他

一
般
身
体
障
害
者
の
職
業

相
談
、
更
生
相
談
及
び
義

肢
相
談
も
致
し
ま
す
か
ら

当
日
御
出
席
下
さ
い
。

注

局、

ー
流
死
産
の
ふ
え
る
時
期
l

二
月
十
六
日
〈
日
〉

午
前
九
時
か
ら

大
町
小
学
校

ハ
第
一
部
合
唱
、
第

二
部
合
奏
、
第
三
部
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水
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漁
業
の
歴
史

赤
と
紫

最
近
の
寄
贈
図
書
紹
介


